
2025年7月18日

大阪・関西万博インド館 連携記念特別企画

インド館展示に係る生涯学習講座を開講
（共催：在大阪・神戸インド総領事館 Indira Gandhi National Centre for the Arts）

真宗総合研究所 指定研究 仏教写本研究 研究概要

大谷大学所蔵写本の中に特に、1900年にタイ王室から寄贈されたと思われるパーリ語貝葉写本群が日本最大級
のものと言われ、研究者に注目されています。本研究は、これらの写本の保存、整理、公開など学術研究の準
備を整える他、ローマ字転写テキスト・校訂本テキスト・翻訳テキストの作成を通して学術的な利便性を図る
ことを目的としています。そのために必要な関連資料も収集する。2024年にパーリ語はインド政府により古典
言語として認定を受け、本学所蔵のこれらのパーリ語写本は大きな研究資料になることが期待されています。

＜本件に関する報道関係者の皆様からのお問合せ先＞
大谷大学入学センター（広報担当）後藤・北本・野路 Mail:nyushi-c@sec.otani.ac.jp ℡：075-411-8114

大谷大学真宗総合研究所（指定研究 仏教写本研究）は、大阪・関西万博インド館「バーラト」のエントラン

スに設置される「悟りの樹」（菩提樹）およびその周辺展示にて、大谷大学が所蔵する写本の画像提供及び仏

教に係る専門的知識の提供に協力をいたしました。「悟りの樹」（菩提樹）の展示では、菩提樹の下でブッダ

が得た悟りが、智慧と慈悲をもってインドからアジア諸国へと広まり人々をつなげていったこと（仏教の伝

播）、そしてインドのパーリ語という古代言語で伝えられた仏典がアジアの様々な文字を使用してそれぞれの

国に記録されたことが表現されています。

この度、当該連携を記念した特別企画として、在大阪・神戸インド総領事館及びIndira Gandhi National 

Centre for the Artsとの共催により2つの生涯学習講座を開講する運びとなりました。※詳細は別添資料参照

いずれの講座も菩提樹の展示を理解・体験ができる講座となっています。折り返しを迎えた大阪・関西万博。

大谷大学は館外での連携企画にて多くの方に万博体験を提供いたします。

講座① ブッダの教えの旅

— 口伝から文字へと広がったグローバルな知恵—
「ブッダの教えの旅」をテーマに、仏教伝播に使われた写本の魅力や、

世界に広まったブッダの智慧とその受容に迫ります。

日時：2025年7月26日（土）10：30～12：00

場所：大谷大学慶聞館1階K101教室

料金：無料※事前申し込み不要

講座② 写本ワークショップ
ブッダの言葉に触れながら、実際のヤシの葉と鉄筆を使って、

あなただけの写本を作成します。インドの古代筆記文化を体験しながら、

ブッダの教えを体感できる貴重な機会です。

日時：2025年9月21日（日）①10：30～12：00 ②13：00～14：30

場所：大谷大学響流館3階マルチメディア演習室

定員：各回12名

料金：1,500円（税込）

申込：申込フォームよりお申し込みください。＜申込期日9/5（金）＞

インド館入口に展示される菩提樹

鉄筆で文字を刻む僧侶

大谷大学が所蔵する貝葉写本




